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20．9’mTc・MIBIが集積を示した縦隔内甲状腺腫の

　　1例
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　今回われわれは99mTc－－MIBIの集積した完全縦隔内

甲状腺腫と頸部甲状腺腫の合併例を経験した．患者

は58歳の女性で検診時の胸部X線写真にて縦隔腫瘍

を指摘．胸部CT，　MRIにて甲状腺右葉と縦隔内に連

続性のない腫瘤があり，頸部超音波検査で腺腫様甲

状腺腫と診断されるも，その進展形式，サイログロ

ブリンの上昇，99mTc－MIBIの集積より甲状腺濾胞腺癌

の縦隔内リンパ節転移が否定できなかった．手術に

より両腫瘤を摘出し，いずれも腺腫様甲状腺腫で

あった．99mTc－MIBIの集積がかえってover　readingの

原因となったと思われる．

21．9“MTcO4一シンチグラフィで高集積を呈した甲状

　　腺腫瘍の検討

奥村　能啓

安藤　由智

新屋　晴孝

清水　光春

竹田　芳弘　　栄　　勝美

姫井　健吾　　佐藤　修平

平木　祥夫　　　（岡山大・放）

　　　　（国立岡山病院・放）

　99niTcO4シンチグラフィで高集積を呈した甲状腺

腫瘍は，212例中18例で，そのうち組織診断の確定

した12例中5例が悪性病変であった．3例にcarci．・

noma自体に，99mTcO4が集積したと考えられ，診断

上注意を要すると思われた．

　99tnTcO4の高集積部位の2°ITICIの集積を視覚的評

価によりスコア化した．初期像のスコアでは良悪性

群間に有意差はなかったが，後期像のスコアでは，

悪性群が良性群に比して高いスコアとなり，有意差

を認めた．

　2°iTICI後期像は，99mTcO4一シンチグラフィで陽性

結節を示した結節性甲状腺腫に対しても，良悪性の

鑑別に有用と考えられた．
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　oncocytomaは腎臓，耳下腺での発生が知られてい

るが，甲状腺にも発生することが報告されている．

今回われわれはシンチグラフィ上甲状腺癌と鑑別が

困難であった甲状腺oncocytomaを3例経験したの

で，若干の文献的考察を加え報告した．US，　CTでは

境界明瞭な腫瘤で内部は不均一，CTでの造影効果も

不均一であった．2°iTICIではearly，　delayedともに強

い集積を示し，99mTcO4rでは集積を認めなかった．

201TICI－99mTcO4＾subtraction像ではearly，　delayedとも

に強い集積を認めた．シンチグラフィはpotential　ma－

lignancyの性格を反映しており有用と思われた．

23．99・nTc－phytateが集積した脾過誤腫の2例
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　脾過誤腫は比較的稀な疾患であり，他の脾原発性

腫瘍との鑑別診断に困惑する場合も少なくない．今

回われわれは術前に脾過誤腫を疑い，肝シンチグラ

フィを施行した2例を経験したので報告した．脾過誤

腫はCT，　MRで正常脾臓とほぼ同等で均一な腫瘍と

して描出され著明な造影効果を認めた．肝シンチグ

ラフィでは腫瘍に一致して強い集積を認めたが，特

にSPECT像とMRとの重ね合わせ画像ではより腫瘍

への集積が明瞭に同定された．
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